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／ 定例経済指標レポート
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欧州経済指標コメント：９月ドイツＺＥＷ景況感
～貿易戦争や新興国不安を乗り越えて～
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・ 日発表された９月のドイツＺＥＷ景況感（金融市場関係者の６ヶ月先の景況判断）は▲ と、

６ヶ月連続で「悪化する」との回答が「改善する」との回答を上回ったが、マイナス幅が２ヶ月

連続で縮小した。同時に発表された現状判断は＋ と高水準を維持し、こちらは２ヶ月連続で

プラス幅が拡大。その他の国・地域の先行きの業況判断は、米国（８月：▲ →９月：▲

）、イタリア（▲ →▲ ）、英国（▲ →▲ ）、日本（▲ →▲ ）＜前月

対比の悪化幅が大きい順＞のマイナス幅が拡大した一方、ドイツ（▲ →▲ ）とフランス

（▲ →▲ ）に牽引され、ユーロ圏（▲ →▲ ）のマイナス幅が縮小した。

・ 業種別の業況判断は、自動車（▲ →▲ ）と銀行（▲ →▲ ）のマイナス幅が一段

と拡大、公益（＋ →＋ ）、化学（＋ →＋ ）、サービス（＋ →＋ ）のプラ

ス幅が縮小した一方、鉄鋼（▲ →▲ ）と保険（▲ →▲ ）のマイナス幅が縮小、

通信（＋ →＋ ）、一般機械（＋ →＋ ）、情報（＋ →＋ ）、小売（＋

→＋ ）、建設（＋ →＋ ）、電機（＋ →＋ ）のプラス幅が拡大した。

・ 調査時期は８月 日～９月 日。米中貿易戦争への不安や新興国の動揺が燻り続けているものの、

米欧間の貿易摩擦のエスカレートが一旦回避されていることなどが好感された模様。製造業受注

や鉱工業生産など、過去１ヶ月に発表されたドイツのハードデータは全般に振るわなかったが、

８月のＩｆｏ企業景況感が改善に転じるなど一部に明るさも広がっている。先行きの慎重姿勢は

払拭されていないものの、一方的な業況悪化に歯止めが掛かった。
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